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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は，青年期における，第二次性徴，認知能力，社会的関係と，感情制御
の発達の関連およびうつ症状へ及ぼす相互作用的影響について，後期児童期から青年期後期への繋がりを縦断研
究により検討することであった。
これまでの成果により，親・友人からの感情の社会化尺度の作成を行い，怒り表出の方略および対象の区別の年
齢差および性差を明らかにした。さらに感情の肯定的再評価の発達軌跡を見出し，親・友人との感情の認知的制
御についての話し合いと肯定的再評価との縦断的関連を明らかにした。

研究成果の概要（英文）：This study investigated the development trajectory of depressive symptoms 
and positive reappraisal and the relationship with emotional socialization by 5-wave annual 
cohort-sequential design in adolescence. The study recruited 655 adolescents who were in the fourth 
year of elementary school, first year of junior high school, and first year of high school during 
the first wave.
This study found that the frequency of positive reappraisal rapidly increased during early and 
middle adolescence and plateaued in late adolescence and that emotional talk with parents and peers 
had the positive effects on this reappraisal.

研究分野：臨床心理学

キーワード： 感情制御　感情の社会化　うつ症状　怒り表出行動　青年期

  ２版
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研究成果の学術的意義や社会的意義
児童期後期から青年期後期という幅広い年齢層を対象としたことにより，いわゆるブラックボックスとなってい
る青年期の感情とうつ症状の発達について貴重なデータが得られた。うつ症状や肯定的再評価の発達的軌跡を明
らかにし，発達の流れの中における社会的環境の影響について明らかにすることは，臨床心理学的援助に対する
直接的な示唆を与えるものであると考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 青年期において，感情制御はうつ症状の形成や変遷に重要な役割を担っていると考えられる。

青年期には，大うつの発現が児童期の 2 倍になる (Pine et al., 1998) など，この時期特有の傾向

が認められる。また，青年期の抑うつとの併存疾患や青年期発症の抑うつの予後の悪さ (e.g., 

Mash & Wolfe, 2015) など，この時期のうつ症状の様相は，成人期以降の適応においても重要な

役割を担っていると考えられる。しかし青年期については，成人期と児童期の狭間で未だ実証的

研究は少ないのが現状である。 

 うつ症状への影響要因として，本研究では，特に近年注目の集まる感情制御の認知的方略と表

出行動を取り上げる。両者はうつ症状の憎悪へ強く影響することが，主に成人を対象として認め

られている。例えば，ネガティブな出来事のよい側面を考えない傾向や反芻して思い返すなどの

認知的傾向 (Garnefski & Kraaij, 2007; 榊原, 2015)，言語的身体的攻撃を含む怒りの表出 (e.g., 

Spielberger, 1988)，怒りの抑制 (Gross & John, 2003) はうつを強めることが見出されている。 

 感情制御の影響要因については，性差，学年差などの発達的視点を含めることの難しさからか 

(e.g., Chaplin & Aldao, 2013)，注目度の高さに比して，後期児童期から青年期を対象とした研究が

非常に少ない (Tobin & Graziano, 2006)。青年期は第二次性徴に加えて，感情や衝動に関わる扁桃

体や線条体が発達する一方で，認知/衝動性制御に関わる前頭前野は未発達なままであるという

不均衡状態が起きるため，感情制御や衝動の制御が難しく，社会的刺激に影響されやすい 

(Shulman et al., 2016)。そのため，学校や友人関係，異性との関係など社会的関わりが格段に広が

る青年期においては，感情制御と社会的環境の相互作用 (感情の社会化) が非常に重視される 

(e.g., Steinberg, et al., 2006)。児童期における感情制御の認知的方略が，成人期とどのように異な

るのか，どのように分化していくのか，どのような社会的関わりが認知的方略の分化や表出行動

に影響するのかについて，検討が待たれている状態である。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は，青年期における，第二次性徴，認知能力，社会的関係と，感情制御の発達の

関連およびうつ症状へ及ぼす相互作用的影響について，縦断研究により検討することであった。

本研究では特別研究員奨励費助成の対象であった三コホートを追跡，計五時点の縦断的研究を

行い，後期児童期から青年期後期への繋がりの網羅的な検討を行った。(なお本研究費では，特

別研究員奨励費助成で郵送できなかった者を対象としたこと，および特別研究員奨励費助成の

終了後の追跡を行ったことから，研究費の競合は起こらないことを申し添える) 
 
３．研究の方法 

(1) 調査方法と調査対象 

 2017 年 11-12 月に市場調査会社に登録している全国のモニターから，コホート系列デザイン

により，小学 4，中学 1，高校 1 年生の子どもを持つ母親を抽出し，1 年間隔で 2021 年 12月ま

で計 5回，子ども用と母親用の自記式質問紙を郵送した。1 時点目の回答者は 655組 (順に 216

名，208名，231名，男子 320名，女子 335名，Mage = 12.8±2.5) であった (Figure1)。なお高校卒

業後の進路は，大学，短大，専門学校，大学進学

予備校，就職など様々であったが，本研究では

便宜的に，高校卒業 1 年目，2 年目をそれぞれ

大学 1 年，大学 2 年と表記した。本研究は，東

京大学倫理審査専門委員会の承認を受けて実施
Figure1 調査時点と対象者の学年 
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した（No. 17–122, 17–179, 18–192, 19–160）。 

 

(2) 調査内容 

�子どもと保護者に対し，それぞれ以下の内容について尋ねた。子どもに対しては，親・友人に

対する怒り表出行動，感情制御の認知的方略，親・友人による感情の社会化などであった。保護

者に対しては，子どもの怒り表出行動など，保護者自身の感情の社会化，養育態度などであった。 

 
４．研究成果 

 これまでの成果により，主に 4 点について明らかにすることができた。以下に概要を述べる。 

(1) 親・友人からの感情の社会化尺度の作成 

 青年期の子どもの感情表出に対する親の反応 (感情の社会化) に関する尺度 (The Emotions as 

a Child Scale: EAC; 怒り因子のみ) 日本語版の作成を目的とした。研究 1 では，1 時点目に回答

した青年 655名を対象に，尺度の因子的妥当性と予測的妥当性の確認を行なった。研究 2 では，

コミュニティサンプルである小学 4-6 年，中学 3 年生 406名を対象に，尺度の再検査信頼性およ

び基準関連妥当性の検討を行なった。研究 1, 2 の結果より，妥当性と信頼性が認められ，青年期

における親および友人からの感情の社会化尺度日本語版が作成された。 

 

(2) 怒り表出の方略と対人的文脈の区別に関する年齢差および性差の検討 

 1 時点目に回答した小学 4 年，中学 1 年，高校 1 年生 655名を対象に，怒り表出方略の頻度，

対人的文脈 (親・友人) によって怒り表出方略が異なるかを検討した。建設的方略の頻度に，性

差学年差は見られず，後期児童期にはある程度獲得されている方略であることが示唆された。対

人的文脈による怒り表出の区別 (学年差) は女子のみに見られ，方略の区別 (学年差) は男子の

みに見られた。そのため後期児童期から青年期にかけての怒り表出方略の発達的軌跡に，性差が

存在する可能性が示唆された。 

 

(3) 環境感受性の個人差による第二次性徴と抑うつ症状との関係 

 本研究では、第二次性徴と抑うつとの関係が、子どもの環境感受性（内外の環境刺激からの影

響の受けやすさ）の個人差に応じて、どのように変化しうるかを検討した。1～3 時点目までの

縦断データを用いて分析を行った結果、男子では 12～13歳にかけて身体的な成長スピードが速

く、環境感受性が高いほど、抑うつ症状が低いことが示された。女子ではこうした環境感受性の

調整効果は確認されなかった。限定的ではあるが、これらの結果は、身体的な変化による影響の

受けやすさには個人差があり、それに応じて良くも悪くも抑うつ症状が現れる程度が変わりう

ることを示唆している。 

 

(4) 肯定的再評価の発達軌跡および親・友人との肯定的再評価に関する話し合いとの縦断的関連 

 2 時点以上回答した子ども 294名を分析対象とした。成長曲線モデルにより，児童期後期から

青年期後期における肯定的再評価使用頻度の平均的な発達的軌跡を検討したところ，青年期前

期には直線的に上昇，中期にはなだらかに増加，後期には増加が落ち着いてプラトーとなる軌跡

を描くことが明らかとなった。また親・友人との感情の認知的制御についての話し合いが，肯定

的再評価へ影響することが見出された。3 コホートをまとめて 11 時点の縦断データとしたラン

ダム交差遅延モデルにより，親・友人との肯定的再評価に関する話合いと肯定的再評価使用頻度

との縦断的関連を検討した (Figure2)。本モデルにより，個人間分散 (時点に共通した特性) と個



人内分散 (各時点の変数間の縦断的関連) を切り分けて検討することができる。この方法により，

11 時点の共通項としての親・友人との話し合い特性と肯定的再評価特性との関連が検討でき，

かつ個人内の各時点の親・友人との話し合いの程度と肯定的再評価の程度の縦断的関連を検討

できる。その結果，11 時点に共通の特性として，親・友人との話合い特性は肯定的再評価特性と

正の関係を有していた。各時点の縦断的関係としては，友人との話合いのみが肯定的再評価に正

の関連を有していた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Figure2  ランダム切片交差遅延モデルによる肯定的再評価と親・友人との話し合いの関連 

(RI: Random intercept，ランダム切片 (11 時点に共通の特性); C: Centered，中心化された潜在変

数 (個人内の各時点の傾向). 誤差分散，誤差間相関は省略. 性別から肯定的再評価特性，親・

友人との話し合い特性へのパスは省略. 6 時点目から 8 時点目については省略.) 

 

 以上の成果から，社会的環境として親・友人の感情の社会化の把握が可能になり，怒り表出の

方略差および対人的文脈の差，社会的環境と感情の認知的制御 (肯定的再評価) との縦断的関連

が明らかとなった。コホート系列デザインを用いることによって，縦断的調査の難しい児童期後

期から青年期の 10 年間を追跡することができ，感情にまつわる能力の発達とその影響要因につ

いて検討することができたことは，今後の子どもの精神保健，心理社会的支援に関するプログラ

ムを策定する上で示唆に富む知見であると言えよう。 

 一方，本研究では量的分析を行ったため，児童期以前と青年期以降の肯定的再評価の質的差異

については未検討であり，また，うつ症状の発達的変遷，うつ症状と怒りの関係についても未検

討となった。さらに，より発展した分析のためには，調査対象者数，調査回数を増やす必要があ

り，今後の課題として残された。以上の成果は，中間報告段階のものであり，最終的な研究結果

の詳細については査読中，準備中の学会発表および論文をご参照頂きたい。 
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